
2022 年度朝地小中・大野中「郷土の先輩特別授業」 ７月８日(金)・8 月 30 日(火)

【講師 】衞藤 勲 氏 シセイ･アグリ株式会社 代表取締役社長

【授業内容】

これからの日本を支えるみなさんへ ～シセイ・アグリ(株)の歩みを通して～
《シセイ・アグリ株式会社》は、土づくり・野菜（ネギ）づくり･人づくり・組織づくりをベー

スに、農業を主体として地域に役立つ会社をめざしている。特に、健康な野菜は、

健康な土から生まれるので、土を育てることを一番大切にしている。

《企業理念》志を持って誠を尽くす＝至誠（シセイ）。目標を持って正しい行動を繰り返していく。

《豊後大野市》は、阿蘇山の火山灰の土壌で肥沃な大地＝農業に適している。天に与えられた財産。

都会にない素敵なものがたくさんある。

《人と野菜は同じ・十人十色》アスリート(運動)か、受験(進学)かで生活が変る。作る野菜によって、畑作りが

変る。ただ、土づくりがしっかりしていれば、何でも育てられる。人も生活が健全なら何でもめざせる。

《理想の土》7 年かけてまだ進化中。もうちょっとで次の世界が見えそう。自然の生態系を生かし土壌消毒

などしない。作物を理解して土を育てていくことをめざしている。

《農業の魅力》（ネギ畑の中に）いろんな世界が広がっていて、努力の結果が作物に現れるので、楽しい。

《自社のネギ》は、専門機関で成分分析し、「おいしさ」をデータ化し、納得のいく数字と評価が出ている。

データに基づいた土づくりで、安心安全で栄養価の高い野菜づくりを行っていく。

《働く場として》3 年頑張って仕事が楽しいと思えるようになって欲しい。怒らずに導く、楽しい職場づくり。

《会社の将来》シセイ・アグリは、白ネギ経営面積30haをめざす。また、白ネギの６次化商品を展開して、豊

後大野市の魅力を発信していく。農業を科学的に捉えて、システマチックなものにしていく。

《農業の総合企業をめざす》ことで、営業に長けた人･コンピューターに長けた人・化学に長けた人・機械に

長けた人など、いろんな人を雇用できる。多くの人が、いろんな形で農業に携わることができる。

《めざす農業》一般の企業と同じ労働条件で農業をやる。３K（暗い・汚い・きつい）ではなく、就労時間が定

まった、自分の時間が大事にできるスマートな農業の仕組みを作っていく。

《人生は誰の物？》言われたからやるのではなく、自分の人生を楽しむ。自分のやりたいことをやる。ワクワ

ク感を持つ。「目標を持って努力をする」と苦しさに堪えられる。（痛みを伴わないと、達成は難しい）

《人生 100 年時代》自分の１００歳までのストーリーを作る。（自分は、７０歳まで経営。８５歳まで後進の指導。

その後は本を書く）日々の目の前のことではなく、なりたい自分を創り出す。なりたい自分を増やしていく。

《出逢い》は、自分を助けてくれる。誰しも挫折はある。挫折した時、自分だけでは乗り越えるのは難しい。

《人は思った通りになっていく》私には無理と思ったら､無理になる。自分に期待する自分になって欲しい。

したいことを思い描かなければ、何も実現しない。いっぱい思い描けば､いっぱい実現する。

《生徒の感想から》

・自分のふるさとに、大きな農業の会社があることに驚きました。

･農業にあまり興味を持っていませんでしたが、話を聞いて、その大切さや思いが分かりました。

・まだ将来の夢や目標が分かりません。だから、今回の特別授業で学んだように、何かやりたいことが見

つかった時のためにたくさん勉強しようと思いました。

・「目標を大きく持つ」ということが心に残りました。現実的なものより､もう一つ大きな目標を立ててそれに

向かってやるべきことを見つけていきたいと思いました。

・仕事は、やはり難しいと感じました。何度も失敗や挫折を繰り返してやっと成長していくんだと分かりまし

た。農業もこれから若い世代が作っていくんだと思いました。

・この授業で一番心に残った言葉は、｢痛みを伴わないと人は成長しない｣です。私は、サボり癖があるの

で、この言葉を大切にします。

・｢人生は自分のもの」という言葉が、一番心に残りました。確かに自分の人生を人に決められたら面白く

ないと思います。私は、自分のやりたいことを貫き通そうと思います。

・メンタルが弱く、部活でも負けそうになるとすぐ顔に出るので、自分を痛めてメンタルを上げたいと思い

ました。また、将来の夢もこれと決めつけず､選択を広げて可能性を広げたいと思いました。

・とくに心に残った言葉は、「人は、思った通りになっていく。」です。この言葉を聞いて、自分が思ってい

ることより倍のことを考えて良い人生にしたいと思いました。


